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論文内容の要旨
【目的】我が国ではーー般住民を対象にした高血圧と食地摂取量とについての無作為イヒ比較試験(Randomizcd
Controllcd Trial : R.C.T)による介入研究はほとんど行われていない。そこで今回大都市の一ー般住民を
対象としてR.C.T介入研究を行った。減場指導でどれだけの減塩が実行可能か，どれだけの降圧効果があ
るかを研究し ライフスタイル改善による一般住民の高血圧予防への基礎資料としたい。また今回初めて
介入研究における血圧評価方法として24時間血圧測定 (1時間毎に 1回，自動的に測定記録する〉を導入
しfニ。
【対象と方法】大阪市N区で基本健康診査を受診した40歳以上の1208名のうち，境界域高血圧者を中心に
募集し.最終的に研究条件に適した36名(女性29名，男性7名:40--69歳)を参加者とした。 9月中旬に
初回検査， 50円後に介入後検査を行った。検査項目は随時血圧測定.24時間血圧測定.身体計調1)，24時間
蓄尿，食事調査，尿検査，血液検資，問診などである。 24時間印圧は各参加者が記入した行動記録干帳に
より活動時と睡眠時とに分け，それぞれの平均を活動時血圧，睡眠時血圧とした。介入群に対しては2週
間毎に1回の計3回，減塩指導会を開催したが，対照群には減塩指導を一切行わなかった。ただし倫理
上の問題から，対照群には介入後検査の後，同じ内容と要領で減塩指導を行った。本プログラムは参加者
全員に対し，事前に充分な説明を行い.書面にてインフォームドコンセントを得た上で行われた。
【結果】介入後の尿中食塩排池量は，介入群は変化なし，対照群は約2gの増加で. 2群聞に有意な差
(P =0.046)を認めた。随時血圧のSBP，DBPについては両群ともに減少し，角
た。 24時間血圧は活動時血圧，睡眠時血圧ともに介入群でやや減少傾向，対照群ではやや増加傾向で尿中
食塩排措置の動向と同様の傾向がみられたが，有意な差は認められなかった。
【結論】大都市一般住民に対して，減塩指導により減塩が実行できた。随時血圧はSBP，DBPともに下
降する傾向がみられた。 24時間血圧測定は食塩摂取状況を反映する良い指標となりうる可能性が示唆され
~. ，、。
論文審査の結果の要旨
ライフスタイル改善による高血圧予防を社会医学的に評価するための基礎資料を得る目的で本研究を実
胞した。
対象は大阪市N保健所で基本健康診査を受診した40歳以よ1208名のうち，境界域高血圧例を中心とした
一般住民36例で，無作為化比較試験([{CT)による介入試験を行ったc
血圧評価ーには随時血圧ならびに24時間自動的lf測定(八日P;VJ)を導入した。
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対象例を無作為に介入群と対照群との2群に分け，介入群に対しては 2週間毎に減塩指導会を3回開催
したが，対照群には減塩指導は行わずに同じ時期に同じ検炎および詞査を施行した。
減塩指導の効果は介入前に行ったベースライン検査結果と介入後の第2回検査結果より両群聞を比較し
評価した。
尿中ナトリウム排池量はベースライン時の両群の差は12mmol(食塩換算量O.7g)であり有意差はなかっ
たが，介入後の検査では両群の莞は44mmol(食塩換算量2.6g)となり，有意差 (p=O.046)を認めた。
随時血正(収縮期血圧/拡張期血圧)における両群の苦手はベースライン時3.0/0.2mmHg，第2回検査時
4.7/3.5mmIIgとなり両群の差は大きくなったが有意な差は認めなかった。
ABPMは各参加者が記入したABPM行動記録手帳により24時間血圧を活動時と睡眠時とに分l土それ
ぞれの平均を活動時血圧，瞬眠時血圧とした。活動時血正における両針の差はベースライン時(収縮期血
柾/拡張期l血圧)O.5/2.6mmHgから第2回検査時5.5/4.8mmHgとなり両群の差が拡がる傾向を認めたが
有怠ではなかった。開眠時血圧での両群の差はベースライン時1.8/2.1mmHgから第2回検査時5.7/1.9m
mHgで，両群の差は大きくなったが有意ではなかった。
本研究での減塩指導により24時間尿中ナトリウム量に有意な変化がみられ，住民の食塩摂取量を約20%
抑制する効果があると考えられた。しかし血圧の変化は第2回検査時に両群閣の差は大となったが有意
とは認められなかった。これはペースライン時の血圧が比較的低かった，対象例数が少なかったなどが影
響していると思われた。
一般住民に対する長期に亘る介入研究は困難なことが多いが.本研究は今後の社会医学領域における生
活習慣病の予防活動の在り方に寄与する点が少なくないと考えられる。よって，著者は博士(医学〉の学
位を授与されるに値するものと判定した。
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